













































































































かくして従業員は，必ずしも金銭報酬 (extrinsic incentives) が伴わなくても，























































に異種の技術分野や組織単位のダイナミックな結合（Burgelman & Sayles, 1986;
Kogut & Zander, 1992; 十川，1997; Marsh & Stock, 2003; Koruna, 2004; Lester &
Piore, 2004）を発生させ，新製品開発を中心としたイノベーションの創出に寄
与した。この結合によって企業が獲得した知識や技術は，将来のイノベーショ
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プン・イノベーション (Chesbrough, 2002; Chesbrough, 2003)，コ・クリエーシ
ョン (Prahalad & Ramaswamy, 2003; Prahalad & Ramaswamy, 2004)，サービス・
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［付録］ アンケート調査項目（本稿で使用した設問のみを抜粋）
［異部門交流］
新事業・新製品開発を行う際，異なった部門間の情報交流や協力は，どの程度なされています
か。
部門固有の方向で
１－２－３－４－５－６
情報交流・協力が
仕事を進めている 頻繁に行われている
［インフォーマル・コミュニケーションの活用］
部門間の情報交流や協力を促すために，インフォーマル・コミュニケーションがどの程度活用
されていますか。
ほとんど活用されていない １－２－３－４－５－６ 頻繁に活用されている
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［製品技術］
過去３年間に，製品仕様の大幅な向上や変更を可能にするような斬新な製品技術の開発がなさ
れましたか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
［製造技術］
過去３年間に，従来の生産工程を大幅に変更するような製造技術の開発がどの程度なされまし
たか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
［複数のコア技術の新たな組み合わせによる新製品開発］
過去３年間に，複数の核となる技術を新たに組み合わせた新製品開発がどの程度行われました
か。
ほとんど行われなかった １－２－３－４－５－６ 十分に行われた
［コンセプトの異なる新製品の開発］
過去３年間に，コンセプトの大幅に異なる新製品の開発がなされましたか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
［創造的学習］
業務遂行に際して，問題解決の新たな視点や発想がどの程度生み出されていますか。
ほとんど生み出されていない １－２－３－４－５－６ 十分に生み出されている
［挑戦意欲］
従業員には，習慣を打ち破り，新しいことに挑戦しようという意識がどの程度備わっています
か。
現状維持の姿勢が強い １－２－３－４－５－６ 挑戦意欲があふれている
［ミドルによるコミュニケーション］
ミドルは，日常的に上下のコミュニケーションや，ミドル同士の部門を越えた左右のコミュニ
ケーションを自ら積極的に働きかけていますか。
自ら働きかけようとしない 積極的に働きかけている
１）上下 １－２－３－４－５－６
２）左右 １－２－３－４－５－６
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